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工
学
部
志
願
者
減
に

対
す
る
大
学
の
危
機
感

大
学
の
理
工
系
学
部
の
志
願
者
が
減

り
続
け
て
い
る
と
い
う
声
が
最
近
よ
く

聞
か
れ
る
。
例
え
ば
文
部
科
学
省
が
発

表
し
た
学
校
基
本
調
査
に
よ
る
と
、
工

学
部
志
願
者
は
95
年
に
57
万
４
０
０
０

人
で
あ
っ
た
の
が
、
05
年
に
は
33
万
２

０
０
０
人
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
と
い

う
。
４
割
以
上
の
減
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
国
公
立
大
・
私

立
大
す
べ
て
合
わ
せ
た
数
字
だ
か
ら
、

地
域
や
大
学
の
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
か
な

り
の
開
き
は
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

昨
年
６
月
に
開
か
れ
た
国
立
大
学
協
会

（
国
大
協
）の
総
会
で
も
、
国
立
大
学
の

学
長
か
ら
次
の
よ
う
な
意
見
が
相
次
い

で
い
る
の
だ
。

「
こ
ん
な
状
態
が
続
け
ば
、
大
学
は

優
秀
な
学
生
が
選
べ
な
く
な
る
」

「
大
学
の
理
工
系
教
育
が
成
り
立
た

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
」

「
文
科
省
は
、
理
数
教
科
を
重
点
指

導
す
る
『
ス
ー
パ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
・

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
』
の
指
定
を
今
の
３
倍

に
し
て
ほ
し
い
」

「
中
学
・
高
校
の
理
科
教
育
を
改
善

す
べ
き
だ
」

「
工
学
部
で
取
得
で
き
る
資
格
を
つ

く
れ
な
い
か
」

「
学
生
の
質
を
維
持
す
る
に
は
定
員

削
減
も
や
む
を
え
な
い
」

事
態
は
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
深
刻
に
な

っ
て
き
て
い
る
の
か
。
新
聞
紙
上
で
報

じ
ら
れ
て
い
る
記
事
か
ら
も
い
く
つ
か

拾
っ
て
み
よ
う
。

《
子
供
に
理
科
や
工
学
に
興
味
を
持

っ
て
も
ら
お
う
と
、
群
馬
大
工
学
部

（
桐
生
市
天
神
町
）
は
今
年
度
中
に
も
、

小
中
学
生
を
会
員
と
し
、
同
学
部
教
授

ら
が
指
導
す
る「
工
学
ク
ラ
ブ（
仮
称
）」

を
設
立
す
る
。
全
国
的
に
理
数
系
科
目

の
不
人
気
が
広
が
る
中
、
意
欲
の
あ
る

児
童
・
生
徒
が
早
期
に
応
用
的
な
理
科

教
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
で
、
理
数
系
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
工
学
部
の
志
願
者
増
を

狙
う
。
将
来
的
に
は
、
高
校
生
に
ま
で

対
象
を
広
げ
る
こ
と
や
、
同
学
部
教
授

ら
が
各
学
校
に
出
向
い
て
理
科
教
育
を

行
う
こ
と
も
検
討
す
る
と
い
う
。
》

（
読
売
新
聞
06
年
11
月
30
日
）

《
工
学
部
の
「
不
人
気
」
に
対
し
て
、

関
西
大
は
工
学
部
の
募
集
を
停
止
し
、

「
シ
ス
テ
ム
理
工
」
「
環
境
都
市
工
」

「
化
学
生
命
工
」
の
３
学
部
に
再
編
す

る
。
土
戸
哲
明
工
学
部
長
は
「
た
だ
の

工
学
部
と
い
う
だ
け
で
は
、
何
を
学
ぶ

の
か
分
か
り
に
く
か
っ
た
。
中
高
校
生
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データ面から見た

志願者減の現実
工 学 部
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この10年間で工学系学部志願者減は４割以上に達しており，
｢技術立国・日本｣を支える優秀な技術者育成の危機が叫ばれ
ている。文部科学省から発行されている学校基本調査の数値
から工学系学部の志願者・入学者の推移を追った。●編集部
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は
理
系
に
興
味
は
あ
る
が
、
志
願
者
に

結
び
つ
か
な
い
の
は
そ
ん
な
側
面
も
あ

っ
た
の
で
は
」
と
い
う
。
》
（
毎
日
新

聞
06
年
10
月
25
日
）

《「
本
気
で
や
り
ま
す
、
経
費
を
出
し

て
く
だ
さ
い
」。
今
年
五
月
、
山
梨
大

の
貫
井
英
明
学
長
の
部
屋
を
訪
ね
た
工

学
部
長
が
懇
願
し
た
。
工
学
部
志
願
者

が
前
年
比
四
割
近
く
減
っ
た
今
春
入

試
。
倍
率
は
前
年
の
二
・
五
倍
か
ら

一
・
七
倍
に
下
が
っ
た
。
入
試
後
、
学

内
で
対
策
を
話
し
合
っ
た
末
、
失
地
回

復
に
乗
り
出
す
こ
と
を
決
め
る
。
学
長

の
裁
量
で
配
分
で
き
る
経
費
か
ら
八
百

万
円
を
出
し
、
工
学
部
の
予
算
と
合
わ

せ
二
千
万
円
を
用
意
。
七
月
か
ら
ラ
ジ

オ
の
深
夜
放
送
で
受
験
生
向
け
の
広
報

番
組
を
始
め
た
。
秋
に
は
県
内
の
女
子

高
生
を
招
い
て
合
宿
を
開
催
し
て
、
一

泊
二
日
で
工
学
部
の
女
性
教
授
が
研
究

の
魅
力
を
語
る
。
貫
井
学
長
は
「
女
子

学
生
を
増
や
し
、
工
学
部
の
３
Ｋ
（
き

つ
い
・
汚
い
・
危
険
）
イ
メ
ー
ジ
を
変

え
た
い
」
と
話
す
。
》
（
日
本
経
済
新

聞
06
年
８
月
17
日
）

《
受
験
生
の
数
と
質
を
確
保
す
る
こ

と
は
容
易
で
は
な
い
。
同
志
社
大
工
学

部
は
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
の
受
験
生
に

課
し
て
い
た
面
接
を
今
春
か
ら
一
部
学

科
を
除
い
て
廃
止
し
た
。
セ
ン
タ
ー
試

験
の
成
績
だ
け
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

変
更
、
受
験
生
が
前
の
年
の
四
倍
に
激

増
し
た
。
松
岡
敬
工
学
部
長
は
「
面
接

を
な
く
せ
ば
、
ふ
さ
わ
し
く
な
い
人
物

が
受
か
る
恐
れ
は
あ
る
」
と
し
な
が
ら

も
、「
全
国
か
ら
受
験
生
が
集
ま
る
」

効
果
を
選
択
し
た
。

二
次
試
験
で
英
語
を
な
く
し
た
静
岡

大
の
天
岸
祥
光
学
長
は
「
倍
率
維
持
の

た
め
に
は
や
め
ざ
る
を
得
な
い
」
と
胸

の
内
を
明
か
す
》（
同
前
）

《
北
海
道
大
工
学
部
は
広
報
紙
「
Ｋ

Ｕ
Ｏ
Ｎ
（
く
お
ん
）」（
Ｂ
４
判
４
ペ
ー

ジ
）
を
創
刊
。
北
大
初
の
受
験
生
向
け

広
報
紙
で
、
公
募
で
選
ん
だ
現
役
の
学

部
生
や
院
生
計
４
人
が
編
集
し
、
工
学

部
で
学
ぶ
面
白
さ
を
紹
介
し
て
い
る
。

全
国
的
に
工
学
部
の
志
願
者
数
が
減
少

す
る
中
、
ハ
ー
ト
を
つ
か
め
る
か
。
編

集
長
の
下
川
部
雅
英
助
教
授
は
「
受
験

生
に
近
い
現
役
学
生
の
目
線
で
編
集
し

た
」
と
話
す
。
１
万
部
発
行
。
年
３
回

発
行
し
、
全
国
の
高
校
や
高
等
専
門
学

校
５
７
２
校
に
送
る
。
》
（
毎
日
新
聞

06
年
７
月
11
日
）

長
い
引
用
に
な
っ
た
が
、
こ
の
種
の

記
事
は
ま
だ
い
く
ら
で
も
紹
介
す
る
こ

と
で
き
る
。
受
験
生
の
理
工
系
、
特
に

工
学
部
離
れ
に
対
す
る
大
学
側
の
危
機

感
が
伝
わ
っ
て
く
る
と
思
う
。

デ
ー
タ
面
か
ら
見
た

工
学
部
志
願
者
の
推
移

こ
の
あ
た
り
で
工
学
部
を
中
心
と
し

た
理
工
系
志
願
者
の
減
少
状
況
を
デ
ー

タ
面
か
ら
追
っ
て
み
よ
う
。

図
表
①
は
文
部
科
学
省
の
学
校
基
本

調
査
に
よ
っ
て
、
１
９
９
５
年
（
以
下
、

95
年
と
表
記
）
か
ら
２
０
０
５
（
以
下
、

05
年
）
年
ま
で
の
工
学
部
志
願
者
数
の

推
移
を
国
立
・
公
立
・
私
立
別
に
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
表
中
で
、「
工
学
系

学
部
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
基
礎
工

学
部
、
シ
ス
テ
ム
工
学
部
、
電
気
通
信

工
学
部
な
ど
の
工
学
系
学
部
を
加
え
た

数
字
で
あ
る
。

多
少
の
波
は
あ
る
も
の
の
、
志
願
者

が
ほ
ぼ
一
貫
し
て
減
少
し
て
い
る
の
が

は
っ
き
り
わ
か
る
。
国
立
大
の
工
学
部

は
95
年
に
約
11
万
２
千
人
だ
っ
た
志
願

者
が
05
年
に
約
９
万
１
千
人
に
減
少
し

て
お
り
、
公
立
大
は
約
１
万
８
千
人
が

約
１
万
人
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。

私
立
大
工
学
部
は
95
年
の
約
44
万
３
千

人
が
05
年
は
約
23
万
人
だ
か
ら
、
ほ
ぼ

半
減
で
あ
る
。

工
学
系
学
部
ト
ー
タ
ル
で
も
国
立
大

が
約
12
万
７
千
人（
95
年
）→

約
10
万
３

千
人（
05
年
）、
公
立
大
が
約
２
万
人→

約
１
万
５
千
５
百
人
、
私
立
大
が
約
47

万
人→

約
28
万
人
と
推
移
し
て
い
る
。

図
②
の
入
学
者
数
で
国
公
立
は
、
そ

れ
ほ
ど
大
き
な
落
ち
込
み
に
な
っ
て
い

な
い
。
減
少
し
た
分
は
大
学
院
重
点
化

な
ど
で
、
学
部
定
員
が
減
っ
た
と
考
え

て
い
い
。
し
か
し
、
志
願
者
が
前
述
の

よ
う
に
大
幅
に
減
っ
て
い
る
上
に
、
教

育
内
容
の
ウ
エ
ー
ト
が
大
学
院
に
移
行

し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
学
生
の
質
が
か

な
り
低
下
し
て
い
る
の
は
否
定
で
き
な

い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

私
立
大
に
な
る
と
、
工
学
部
だ
け
で

約
５
万
７
千
人（
95
年
）→

約
２
万
９
千

人（
05
年
）、
工
学
系
学
部
ト
ー
タ
ル
で

も
約
６
万
１
千
人→

約
４
万
９
千
人
で

こ
れ
は
や
は
り
相
当
の
ダ
ウ
ン
に
な
っ

て
い
る
。
入
学
者
段
階
で
こ
れ
だ
け
減

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
事
態
は
い
っ
そ

う
危
機
的
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
冒
頭
で
述
べ
た
昨
年
６
月

の
国
大
協
総
会
に
お
い
て
、
全
国
の
国

立
大
入
試
で
、
工
学
部
系
の
志
願
者
数

が
02
年
度
か
ら
06
年
度
に
か
け
て
大
き

く
減
少
し
て
い
る
事
実
が
岐
阜
大
学
の

調
査
に
よ
り
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
調
査

結
果
に
つ
い
て
は
、
本
誌
の
次
号
で
取

材
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
予
定
し
て
い
る
の

で
、
詳
し
い
デ
ー
タ
な
ど
は
そ
ち
ら
で

報
告
し
た
い
。
こ
こ
で
は
新
聞
で
報
道

さ
れ
て
い
る
範
囲
で
の
内
容
を
紹
介
し

●特別リサーチ
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表① 工学系学部別志願者数の推移
国立 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年
工学系学部合計 126,923 125,830 123,224 120,420 117,639 118,586 119,996 116,895 115,388 108,836 103,176

工学部 111,955 109,666 107,206 105,323 102,478 103,178 105,009 102,727 101,542 94,835 91,369
基礎工学部 1,617 1,740 1,454 1,437 1,174 1,733 1,556 2,113 1,864 1,901 1,508
工芸学部 3,091 2,441 2,622 2,739 2,580 2,399 2,558 2,958 2,364 2,300 2,061
芸術工学部 857 786 855 1,127 960 783 796 1,018 1,060 830 699

電気通信工学部 4,604 5,526 6,155 5,538 5,129 5,966 5,709 3,815 4,187 4,235 3,690
情報工学部 1,299 1,411 1,382 1,415 1,439 1,574 1,756 1,402 1,461 1,381 1,161
システム工学部 - 888 1,120 937 1,120 1,258 1,282 1,198 1,199 1,354 1,162
鉱山学部 3,500 3,372 2,430 - - - - - - - -
工学資源学部 - - - 1,904 2,759 1,695 1,330 1,664 1,711 2,000 1,526

公立 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年
工学系学部合計 19646 20,239 18,042 18,547 20,621 20,510 23,106 20,025 20,358 18,931 15,526

工学部 18288 16,427 16,102 14,832 15,402 15,929 16,020 15,202 15,259 14,393 10,282
芸術工学部 - 1,894 378 285 358 305 312 371 327 292 287

情報工学部 1,358 1,918 1,562 1,380 1,484 1,607 1,207 1,320 1,440 1,139 1,099
ソフトウエア情報学部 - - - 2,050 1,402 1,136 1,060 1,037 865 859 731

システム科学技術学部 - - - - 1,975 1,533 1,186 1,048 1,323 1,042 784

国際環境工学部 - - - - - - 3,321 1,047 1,144 1,206 1,079
システムデザイン学部 - - - - - - - - - - 940

デザイン学部 - - - - - - - - - - 324

私立 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年
工学系学部合計 470,872 462,842 451,630 424,163 373,929 321,934 311,531 309,535 308,244 292,296 277,950

工学部 443,293 433,973 418,767 394,968 346,923 299,478 285,410 282,367 276,395 260,306 230,741
基礎工学部 3,357 3,770 3,984 3,389 3,508 3,409 3,361 3,508 3,619 3,174 3,448
生産工学部 11,927 10,548 10,771 8,866 8,676 7,181 6,660 7,000 7,413 7,149 6,458
芸術工学部 2,754 2,724 2,897 2,626 1,851 1,475 1,137 1,101 915 699 102

情報工学部 2,127 3,252 5,249 5,137 4,295 2,322 2,337 1,848 1,958 1,692 1,535
医用工学部 547 480 566 801 633 494 330 652 704 621 894

システム工学部 2,976 3,143 5,110 3,614 3,020 4,119 4,203 3,563 3,946 2,799 3,446
開発工学部 2,022 2,554 2,055 1,762 2,152 1,364 1,116 1,036 907 920 1,336
デザイン工学部 999 1,142 1,190 1,250 1,293 995 973 1,090 1,061 912 936

産業科学技術学部 870 1,256 1,041 711 544 397 299 337 710 222 172

ソフトウエア情報学部 - - - - - - - - - 100 132

光科学部 - - - 1,039 638 358 538 495 594 433 437

科学技術学部 - - - - 396 342 332 263 266 212 412

総合情報学部 - - - - - - - - - - 11,969
技能工芸学部 - - - - - - 581 441 434 454 557

情報環境学部 - - - - - - 1,021 1,704 1,299 1,288 1,131
電子情報学部 - - - - - - 3,233 3,730 4,905 3,942 3,120
社会環境（科）学部 - - - - - - - 400 - - 317

コンピュータサイエンス学部 - - - - - - - - 3,118 3,996 2,834
生命システム工学部 - - - - - - - - - 614 553

医療工学部 - - - - - - - - - 235 202

産業理工学部 - - - - - - - - - 2,074 2,000
医療福祉工学部 - - - - - - - - - 454 586

情報通信工学部 - - - - - - - - - - 1,891
生物生命学部 - - - - - - - - - - 839

デザイン学部 - - - - - - - - - - 1,902
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図①
工学部および系統
合計志願者数の推移
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表② 工学系学部別入学者数の推移
国立 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年
工学系学部合計 31,060 31,172 31,322 30,869 29,984 29,573 29,634 29,377 29,110 29,084 29,318

工学部 27,789 27,725 27,765 27,449 26,581 26,229 26,291 26,029 25,753 25,771 25,991
基礎工学部 485 493 491 467 450 446 458 457 449 450 448

工芸学部 594 593 580 524 529 519 519 523 518 502 517

芸術工学部 205 205 217 217 216 206 214 210 210 214 218

電気通信工学部 1,019 1,016 1,034 961 944 917 927 939 945 929 920

情報工学部 462 452 433 441 444 450 444 429 425 425 434

システム工学部 - 193 318 306 313 310 305 312 315 314 314

鉱山学部 506 495 484 - - - - - - - -
工学資源学部 - - - 504 507 496 476 478 495 479 476

公立 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年
工学系学部合計 2,147 2,083 2,443 2,544 2,833 2,801 3,142 3,096 3,092 2,961 2,837

工学部 2,044 1,909 2,269 2,204 2,221 2,216 2,274 2,243 2,237 2,126 1,658
芸術工学部 - 62 65 62 60 62 60 66 66 63 84

情報工学部 103 112 109 103 128 104 140 109 119 112 116

ソフトウエア情報学部 - - - 175 169 177 183 170 164 160 163

システム科学技術学部 - - - - 255 242 243 242 241 245 239

国際環境工学部 - - - - - - 242 266 265 255 269

システムデザイン学部 - - - - - - - - - - 225

デザイン学部 - - - - - - - - - - 83

私立 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年
工学系学部合計 61,026 61,283 61,003 61,463 59,005 57,142 55,457 53,702 51,692 48,695 49,377

工学部 56,990 57,206 56,462 56,835 54,063 52,627 49,428 47,097 44,903 41,324 38,876
基礎工学部 513 479 522 451 465 450 448 482 505 507 462

生産工学部 1,507 1,588 1,599 1,453 1,582 1,521 1,456 1,580 1,530 1,577 1,537
芸術工学部 519 530 507 507 503 477 430 453 461 377 71

情報工学部 232 215 669 633 741 386 380 400 446 430 396

医用工学部 136 157 157 148 156 159 164 91 92 83 184

システム工学部 226 229 217 240 219 371 271 564 518 522 509

開発工学部 448 409 404 470 395 390 406 334 291 288 261

デザイン工学部 246 258 270 252 254 269 295 302 305 291 289

産業科学技術学部 209 212 196 201 168 148 125 155 226 122 94

ソフトウエア情報学部 - - - - - - - - - 52 61

光科学部 - - - 273 277 168 235 253 270 223 238

科学技術学部 - - - - 182 176 167 156 152 153 229

総合情報学部 - - - - - - - - - - 1,888
技能工芸学部 - - - - - - 355 335 346 340 379

情報環境学部 - - - - - - 211 208 217 218 198

電子情報学部 - - - - - - 1,086 1,045 990 869 791

社会環境（科）学部 - - - - - - - 247 - - 203

コンピュータサイエンス学部 - - - - - - - - 440 411 444

生命システム工学部 - - - - - - - - - 176 138

医療工学部 - - - - - - - - - 125 115

産業理工学部 - - - - - - - - - 512 517

医療福祉工学部 - - - - - - - - - 95 156

情報通信工学部 - - - - - - - - - - 479

生物生命学部 - - - - - - - - - - 221

デザイン学部 - - - - - - - - - - 641
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図②
工学部および系統
合計入学者数の推移
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て
お
こ
う
。

《
全
国
の
国
立
大
入
試
で
、
工
学
部

系
の
志
願
者
数
が
２
０
０
２
年
度
か
ら

０
６
年
度
に
か
け
て
大
幅
に
減
少
、
志

願
倍
率
が
２
倍
を
切
る
大
学
が
増
え
る

な
ど
深
刻
な
「
工
学
部
離
れ
」
が
進
ん

で
い
る
こ
と
が
、
岐
阜
大
の
調
査
で
分

か
っ
た
。

調
査
し
た
同
大
の
黒
木
登
志
夫
学
長

は
「
社
会
が
物
作
り
の
担
い
手
を
多
く

は
必
要
と
し
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と

や
、中
高
生
の
理
数
離
れ
な
ど
が
背
景
」

と
分
析
。
大
学
関
係
者
は
「
将
来
の
研

究
開
発
力
低
下
に
つ
な
が
り
か
ね
ず
、

『
技
術
立
国
』
も
難
し
く
な
る
」
と
危

機
感
を
強
め
て
い
る
。
》
（
北
海
道
新

聞
06
年
６
月
24
日
）

《
岐
阜
大
は
、
各
大
学
の
工
学
部
、

シ
ス
テ
ム
工
学
部
な
ど
を
「
工
学
系
学

部
」
と
分
類
。
全
国
87
の
国
立
大
の
う

ち
58
大
学
の
志
願
状
況
を
調
査
し
た
。

２
０
０
２
年
度
と
06
年
度
に
実
施
さ
れ

た
入
試
（
前
期
日
程
）
を
比
較
す
る
と
、

計
約
２
万
人
の
募
集
に
対
す
る
志
願
者

は
約
６
万
４
０
０
０
人
か
ら
約
５
万
３

０
０
０
人
に
約
17
％
減
少
。
平
均
倍
率

は
３
・
３
倍
か
ら
２
・
７
倍
に
な
っ

た
。
こ
の
間
の
18
歳
人
口
は
約
９
％
の

減
少
で
、
少
子
化
を
上
回
る
勢
い
で
人

気
低
下
が
進
ん
で
い
る
。

同
期
間
の
倍
率
を
比
べ
て
も
「
１
・

９
倍
以
下
」
の
大
学
（
学
部
）
数
は
、

２
か
ら
最
も
低
い
岩
手
大（
１
・
３
倍
）

を
は
じ
め
、
新
潟
大
、
富
山
大
、
信
州

大
、
長
崎
大
、
熊
本
大
、
宮
崎
大
の
７

に
、「
２
・
２
倍
以
下
」
は
８
か
ら
20

に
増
え
て
い
る
。
》
（
河
北
新
報
06
年

６
月
25
日
）

さ
ら
に
岐
阜
大
の
黒
木
学
長
は
「
初

歩
的
な
物
理
や
数
学
が
分
か
ら
な
い
学

生
で
も
入
学
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

授
業
レ
ベ
ル
も
低
下
す
る
。
２
倍
を
切

る
よ
う
な
状
況
は
危
機
的
と
言
わ
ざ
る

を
え
な
い
」
と
述
べ
て
、
大
学
が
募
集

人
員
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
能
力
で
学
生
を

選
べ
る
よ
う
な
入
試
改
革
を
断
行
す
る

時
期
に
来
て
い
る
こ
と
を
力
説
し
た
と

い
う
。
冒
頭
に
掲
げ
た
、
国
大
協
総
会

に
お
け
る
国
立
大
学
長
の
発
言
は
、
こ

の
岐
阜
大
の
調
査
結
果
を
受
け
て
述
べ

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

首
都
圏
の
主
要
私
大
で
も

理
工
系
は
退
潮

国
立
大
工
学
部
の
状
況
を
中
心
に
見

て
き
た
が
、
私
立
大
の
理
工
系
に
な
る

と
国
立
大
よ
り
は
る
か
に
深
刻
な
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
デ
ー
タ
で
明

ら
か
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
私
立
の
場
合

は
地
方
と
大
都
市
圏
の
格
差
が
考
え
ら

れ
る
。

そ
こ
で
首
都
圏
主
要
私
大
の
理
工
系

学
部
（
理
工
学
部
と
工
学
部
）
の
志
願

者
数
を
01
年
と
06
年
の
比
較
で
調
べ
て

み
た
（
図
③
）。
さ
す
が
に
、
私
大
の

全
国
ト
ー
タ
ル
の
減
少
率
と
比
べ
れ
ば

落
ち
込
み
は
激
し
く
な
い
が
、
そ
れ
で

も
減
少
し
て
い
る
事
実
に
は
変
わ
り
な

い
。
首
都
圏
の
私
大
の
場
合
、
一
般
入

試
の
ほ
か
に
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
を
導

入
し
て
い
る
大
学
が
多
く
、
文
系
学
部

は
そ
れ
に
よ
っ
て
志
願
者
増
に
な
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
も
か
な
り
あ
る
の
だ
。
厳

密
に
は
そ
の
要
素
も
加
味
し
て
分
析
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
と
り
あ

え
ず
、
セ
ン
タ
ー
利
用
の
志
願
者
も
加

え
た
数
を
示
す
こ
と
に
し
た
。
こ
の
セ

ン
タ
ー
利
用
を
除
い
た
純
粋
の
一
般
志

願
者
数
に
な
る
と
、
落
ち
込
み
は
も
っ

と
大
き
く
な
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
こ

こ
に
上
げ
た
主
要
大
学
の
な
か
で
は
中

央
大
理
工
の
マ
イ
ナ
ス
の
大
き
さ
が
目

に
つ
く
。

も
う
ひ
と
つ
、
理
系
私
立
大
で
は
最

も
難
関
の
東
京
理
科
大
の
理
・
工
・
理

工
の
志
願
者
推
移
を
挙
げ
て
見
る
（
図

④
）。
こ
ち
ら
の
デ
ー
タ
は
一
般
と
セ

ン
タ
ー
利
用
の
内
訳
も
示
し
た
。
理
学

部
と
理
工
学
部
は
06
年
で
前
年
よ
り
や

や
持
ち
直
し
て
い
る
が
、
流
れ
と
し
て

は
退
潮
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
否
め
な

い
。
工
学
部
は
一
貫
し
て
マ
イ
ナ
ス
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
資
料
を
見

る
と
、
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
の
志
願
者

の
占
め
る
数
は
い
か
に
大
き
い
か
も
分

か
る
だ
ろ
う
。

社
会
で
報
わ
れ
な
い

理
工
系
学
部
の
出
身
者

こ
の
よ
う
な
工
学
部
を
中
心
と
し
た

理
工
系
の
志
願
者
減
＝
不
人
気
の
要
因

に
つ
い
て
は
既
に
様
々
な
指
摘
が
な
さ

れ
て
い
る
。

例
え
ば
本
誌
12
月
号
の
「
視
点
」
で

毎
日
新
聞
の
元
村
有
希
子
氏
は
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

《
マ
ク
ロ
的
な
視
点
で
見
れ
ば
、
理

系
よ
り
も
文
系
を
選
ん
だ
人
の
ほ
う
が

昇
進
が
早
か
っ
た
り
、
生
涯
賃
金
が
多

か
っ
た
り
す
る
の
は
事
実
で
す
。
日
本

は
理
系
が
ワ
リ
を
食
う
国
だ
と
思
い
ま

す
。
》
（「
迷
っ
た
ら
理
系
、
と
い
う

選
択
も
あ
る
」）

さ
ら
に
、

《
家
族
の
バ
イ
ア
ス
も
大
き
な
要
因

で
す
。
今
の
親
は
子
ど
も
に
技
術
者
に

な
る
こ
と
を
求
め
な
い
ん
で
す
ね
。
最

近
、
ソ
ニ
ー
の
リ
チ
ウ
ム
電
池
発
火
事

故
や
三
菱
自
動
車
の
リ
コ
ー
ル
問
題
な

ど
、
日
本
の
メ
ー
カ
ー
が
絶
対
に
失
敗

2007／1
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し
て
は
い
け
な
い
と
こ
ろ
で
失
敗
し
て

い
ま
す
よ
ね
。
な
ん
と
な
く
製
造
業
全

体
の
将
来
、
見
通
し
が
悪
い
。
ア
ジ
ア

諸
国
の
製
造
業
も
驚
異
的
な
勢
い
で
伸

び
て
き
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を

マ
ス
コ
ミ
が
伝
え
る
と
、
親
は
敏
感
に

反
応
し
て
子
ど
も
に
理
学
部
や
工
学
部

で
は
な
く
、
医
学
部
を
勧
め
る
わ
け
で

す
。
高
校
の
進
路
指
導
で
も
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
社
会
全
体
で
理
系
の

よ
さ
を
見
直
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
を
変
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。
》
（「
同
前
」）

元
村
氏
は
近
年
、
理
系
出
身
者
が
こ

れ
ま
で
文
系
と
思
わ
れ
て
き
た
よ
う
な

職
場
で
活
躍
・
昇
進
す
る
ケ
ー
ス
も
出

て
き
た
が
、「
た
だ
、
こ
う
い
う
職
場

は
全
体
か
ら
見
れ
ば
ご
く
一
部
。
も
っ

と
文
系
の
職
場
に
理
系
の
人
が
抜
擢
さ

れ
る
よ
う
な
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
仕
組
み

が
社
会
全
体
で
必
要
で
す
」
と
言
う
。

一
方
で
工
学
部
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か

み
に
く
い
と
い
う
声
も
よ
く
聞
か
れ

る
。
同
じ
理
系
で
も
、
医
療
系
学
部
は

資
格
に
直
結
し
て
い
る
の
で
分
か
り
や

す
い
。
し
か
し
、
工
学
部
は
た
と
え
ば

建
築
学
科
は
建
築
の
仕
事
す
る
の
だ
な

と
分
か
り
や
す
い
が
（
実
際
に
工
学
部

の
中
で
も
人
気
が
あ
る
）、
機
械
工
学

科
と
な
る
と
い
ま
ひ
と
つ
ピ
ン
と
来
な

く
な
る
。
せ
い
ぜ
い
、
機
械
や
自
動
車

関
係
の
仕
事
に
関
係
が
あ
る
の

だ
ろ
う
と
い
う
く
ら
い
の
イ
メ

ー
ジ
に
と
ど
ま
る
。
電
子
工
学

科
、
シ
ス
テ
ム
工
学
科
あ
た
り

に
と
な
る
と
さ
ら
に
漠
然
と
し

て
く
る
。

ま
た
、
そ
の
時
々
の
時
流
に

左
右
さ
れ
や
す
い
面
も
あ
る
。

今
は
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
な
ど
に
人

気
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
い
つ
ど

う
な
る
か
分
か
ら
な
い
。
化
学

工
学
系
が
公
害
と
の
関
係
で
一

気
に
人
気
を
落
と
し
て
し
ま
っ

た
経
緯
も
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
学
問
内
容
は
そ

ん
な
に
単
純
に
理
解
で
き
る
も

の
で
な
い
が
、
有
効
性
を
す
ぐ

に
求
め
る
今
の
若
者
に
工
学
部

が
な
か
な
か
受
け
入
れ
ら
れ
に

く
い
の
も
事
実
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
し
て

い
く
た
め
に
、
各
大
学
の
様
々

な
改
革
が
求
め
ら
れ
、
ま
た
実
際
に
既

に
動
き
出
し
て
効
果
を
発
揮
し
て
い
る

試
み
も
あ
る
。
し
か
し
、
本
記
事
は
工

学
部
志
願
者
の
減
少
の
推
移
を
デ
ー
タ

で
確
認
す
る
こ
と
が
狙
い
な
の
で
、
こ

れ
か
ら
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
別
の
機

会
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

最
後
に
国
立
大
学
工
学
系
学
部
の
過

去
３
年
間
の「
追
加
合
格
者
・
入

学
辞
退
者
」
の
デ
ー
タ
を
掲
げ

て
お
く（
表
⑤
）。
こ
れ
ら
の
数

字
を
見
る
と
、
各
大
学
と
も
か

な
り
「
入
学
辞
退
者
」
の
出
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で

も
ま
た
工
学
部
不
人
気
が
裏
づ

け
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
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東京理科大
志願者推移
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表⑤ 国立大学工学系学部　追加合格者・入学辞退者数
大 学

北海道大学 工 659 2585 1978 724 - 2.7 25 699 3.5
室蘭工業大学 工 516 1312 1280 634 1 2.0 101 533 15.9
北見工業大学 工 347 1812 911 597 5 1.5 254 343 42.5
岩手大学 工 319 618 412 328 - 1.3 21 307 6.4
東北大学 工 635 2416 1833 721 - 2.5 39 682 5.4
秋田大学 工 333 1081 554 365 - 1.5 43 322 11.8
山形大学 工A 432 1432 1284 600 4 2.1 151 449 25.2
茨城大学 工A 411 1870 1194 549 - 2.2 81 468 14.8
筑波大学 第三学群 358 1333 1003 450 - 2.2 30 420 6.7
宇都宮大学 工 317 889 712 407 - 1.7 47 360 11.5
群馬大学 工（昼） 391 1368 949 500 2 1.9 76 424 15.2
埼玉大学 工 410 1662 1074 478 6 2.2 45 433 9.4
千葉大学 工A 575 2241 1850 642 6 2.9 58 584 9.0
東京農工大学 工 455 2472 1851 556 - 3.3 72 484 12.9
東京工業大学 工 693 4091 3241 745 - 4.4 10 735 1.3
電気通信大学（昼間コースのみ）電気通信 585 2429 1717 703 - 2.4 82 621 11.7
横浜国立大学 工一部 551 2736 1803 682 - 2.6 99 583 14.5
新潟大学 工 271 698 479 304 3 1.6 31 273 10.2
長岡技術科学大学（*推薦含む） 工 *80 121 113 53 - 2.1 1 52 1.9
富山大学 工 321 1093 1087 436 - 2.5 82 354 18.8
金沢大学（*一部帰国子女含む） 工 *384 1202 943 437 1 2.2 20 417 4.6
福井大学 工 423 2193 1243 523 - 2.4 64 459 12.2
山梨大学 工 281 818 599 346 - 1.7 45 301 13.0
信州大学（*入学定員） 工 *470 1384 1080 532 2 2.0 43 489 8.1
岐阜大学 工（昼） 332 1028 999 388 - 2.6 47 341 12.1
静岡大学（*合格者に含む） 工 410 1553 976 486 * 2.0 52 434 10.7
名古屋大学 工 666 2470 1890 740 - 2.6 47 693 6.4
名古屋工業大学（*注①参照） 工 817 3023 2199 910 1 2.4 53 *857 5.8
三重大学 工 321 962 845 415 3 2.0 72 343 17.3
京都大学 工 955 3212 2548 961 - 3.3 3 958 0.3
大阪大学 工 820 2939 2278 889 - 2.6 18 871 2.0
神戸大学 工 440 2058 1621 467 - 3.5 15 452 3.2
和歌山大学 システム工 250 869 598 331 - 1.8 50 281 15.1
鳥取大学（*合格者に含む） 工 377 2551 1518 516 * 2.9 101 415 19.6
島根大学 総合理工 85 564 351 124 6 2.8 40 84 32.3
広島大学 工 455 1148 958 521 - 1.8 23 498 4.4
山口大学 工（昼） 452 2130 1355 624 - 2.2 96 528 15.4
徳島大学 工（昼） 414 2228 1280 491 - 2.6 75 416 15.3
香川大学 工 234 861 560 271 - 2.1 33 238 12.2
愛媛大学 工 441 1346 914 520 14 1.8 67 453 12.9
九州工業大学 工，情報工 725 2251 1454 803 - 1.8 93 710 11.6
佐賀大学 理工 247 718 582 307 - 1.9 45 262 14.7
長崎大学 工 329 709 482 370 - 1.3 26 344 7.0
熊本大学 工 407 956 666 466 - 1.4 33 433 7.1
大分大学 工 290 1606 1101 365 - 3.0 46 319 12.6
宮崎大学 工 276 1230 598 351 8 1.7 60 291 17.1
鹿児島大学 工 379 1071 737 458 - 1.6 41 417 9.0
琉球大学　 工 244 903 611 320 - 1.9 58 262 18.1

北海道大学 工 503 1677 1405 553 - 2.5 14 539 2.5
室蘭工業大学 工 521 1554 1541 673 - 2.3 111 562 16.5
北見工業大学 工 350 1973 1256 584 - 2.2 225 359 38.5
弘前大学 理工 101 219 184 115 2 1.6 9 106 7.8
岩手大学 工 302 931 596 360 - 1.7 39 321 10.8
東北大学 工 562 2294 1711 632 - 2.7 38 594 6.0
山形大学 工A 493 2010 1493 654 - 2.3 142 512 21.7
茨城大学 工A 416 1910 1245 549 - 2.3 97 452 17.7
筑波大学 第三学群 358 1443 1099 447 - 2.5 29 418 6.5
宇都宮大学（後期） 工 15 96 46 36 6 1.3 - - -
群馬大学 工（昼） 391 1325 935 496 1 1.9 72 424 14.5
埼玉大学 工 424 1954 1287 488 11 2.6 59 429 12.1
千葉大学 工A 618 2870 2383 690 1 3.5 55 635 8.0
東京農工大学 工 441 2421 1849 557 - 3.3 72 485 12.9
東京工業大学 工 693 3697 3038 745 - 4.1 12 733 1.6
電気通信大学 電気通信 585 2717 1982 680 - 2.9 74 606 10.9
横浜国立大学 工一部 571 3125 2072 716 - 2.9 81 635 11.3
新潟大学（二次募集含む） 工 364 852 674 398 - 1.7 32 366 8.0
長岡技術科学大学 工 41 214 162 73 - 2.2 5 68 6.8
富山大学 工 321 942 913 459 14 2.0 93 366 20.3
金沢大学（*一部帰国子女含む） 工 *384 1186 944 434 - 2.2 24 410 5.5
福井大学 工 398 2006 1055 495 - 2.1 73 422 14.7

学部 志願者募集
人員 受験者 最終

合格者
追加合格
（内数）

倍率
（倍）

入学
辞退者入学者

辞退率
（％）

【
2
0
0
6
年
度
】

【
2
0
0
5
年
度
】

（注①）入学者は総入学者数から推薦の当初入学者数を引いた人数。
（注） 工学系統学部のトータル（二部・夜間主コースは除く）。追加合格者もしくは入学辞退者が１名以上いた学部・学科のデータ。

入学辞退者数は入学者数から最終合格者数を引いたもの。
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大 学 学部 志願者募集
人員 受験者 最終

合格者
追加合格
（内数）

倍率
（倍）

入学
辞退者入学者

辞退率
（％）

山梨大学 工 301 1455 1017 385 - 2.6 55 330 14.3
信州大学 工 470 1380 1050 539 - 1.9 44 495 8.2
岐阜大学 工（昼） 430 1524 1429 533 - 2.7 72 461 13.5
静岡大学 工（昼） 445 1441 882 526 - 1.7 47 479 8.9
名古屋大学 工 666 2264 1688 735 - 2.3 41 694 5.6
名古屋工業大学（推薦など含む）工 905 3467 2609 1004 2 2.6 75 929 7.5
三重大学 工 356 1279 1058 444 4 2.4 76 368 17.1
京都大学 工 955 3089 2510 960 - 2.6 2 958 0.2
京都工芸繊維大学 工芸 298 1409 929 383 6 2.4 74 309 19.3
大阪大学 工 820 3091 2474 883 - 2.8 12 871 1.4
神戸大学 工 460 2202 1594 498 3 3.2 25 473 5.0
和歌山大学 システム工 250 1063 722 309 - 2.3 40 269 12.9
鳥取大学（*合格者に含む） 工 407 2750 1776 547 * 3.2 116 431 21.2
島根大学 総合理工 90 347 263 116 6 2.3 31 85 26.7
広島大学 工 329 835 691 387 - 1.8 21 366 5.4
山口大学 工（昼） 440 1404 1343 706 1 1.9 240 466 34.0
徳島大学 工（昼） 414 1680 911 504 - 1.8 89 415 17.7
香川大学 工 219 712 515 254 - 2.0 33 221 13.0
愛媛大学 工 456 1696 1064 539 5 2.0 56 483 10.4
九州大学（*推薦含む） 工 *798 2342 - 868 - 2.7 37 831 4.3
九州工業大学 工、情報工 771 2349 1530 870 2 1.8 94 776 10.8
佐賀大学 理工 385 1672 1441 492 - 2.9 88 404 17.9
長崎大学 工 259 695 490 292 - 1.7 35 257 12.0
熊本大学 工 437 1074 765 498 - 1.5 20 478 4.0
大分大学 工 290 1121 689 371 - 1.9 54 317 14.6
宮崎大学 工 251 1258 690 314 7 2.2 48 266 15.3
鹿児島大学 工 319 1393 959 394 - 2.4 44 350 11.2

【
2
0
0
5
年
度
】

（注）工学系統学部のトータル（二部・夜間主コースは除く）。入学辞退者は入学手続き完了後の辞退者との合計。

【
2
0
0
4
年
度
】

（注①）追加合格者と手続後辞退者は推薦などを含む
（注） 工学系統学部のトータル（二部・夜間主コースは除く）。入学辞退者は入学手続き完了後の辞退者との合計。

北海道大学 工 630 2236 1838 699 - 2.6 24 675 3.4
室蘭工業大学 工 521 1887 1852 682 4 2.7 137 545 20.1
北見工業大学 工 350 1966 1226 533 - 2.3 161 372 30.2
岩手大学 工 330 1050 736 392 - 1.9 35 357 8.9
東北大学 工 635 2769 2135 695 - 3.1 40 655 5.8
秋田大学 工 333 1570 955 372 - 2.6 49 323 13.2
茨城大学（特別選抜含む） 工A 465 2272 - 622 - 3.7 94 528 15.1
筑波大学 第三学群 346 1141 916 414 - 2.2 32 382 7.7
宇都宮大学 工 318 1038 835 406 - 2.1 65 341 16.0
群馬大学（注①参照） 工（昼） 378 1456 980 465 7 2.1 71 394 15.3
埼玉大学 工 410 1872 1170 453 16 2.6 42 411 9.3
千葉大学 工A 602 3070 2507 667 - 3.8 56 611 8.4
東京農工大学 工 450 2964 2297 555 - 4.1 66 489 11.9
東京工業大学 工 693 3996 3390 748 - 4.5 21 727 2.8
電気通信大学 電気通信 621 3193 2388 716 - 3.3 62 654 8.7
横浜国立大学 工一部 558 3257 2143 671 - 3.2 96 575 14.3
新潟大学 工 337 1067 823 392 - 2.1 30 362 7.7
長岡技術科学大学 工 31 96 92 53 - 1.7 5 48 9.4
富山大学 工 321 1229 1100 425 9 2.6 89 336 20.9
福井大学 工 395 1655 1020 484 - 2.1 55 429 11.4
信州大学 工 470 1638 1361 531 - 2.6 40 491 7.5
岐阜大学 工（昼） 425 1509 1432 538 - 2.7 70 468 13.0
静岡大学 工（昼） 445 1613 1034 538 - 1.9 53 485 9.9
名古屋大学（推薦など含む） 工 740 2658 2050 798 - 2.6 44 754 5.5
名古屋工業大学（推薦など含む）工 910 3400 2550 1006 8 2.5 81 925 8.1
豊橋技術科学大学 工 40 168 132 65 - 2.0 6 59 9.2
三重大学 工 331 1361 1155 416 - 2.8 55 361 13.2
京都大学 工 655 2249 - 661 - 3.4 6 655 0.9
神戸大学 工 460 2102 1674 494 4 3.4 21 473 4.3
鳥取大学 工 407 2629 1780 535 - 3.3 110 425 20.6
島根大学 総合理工 90 815 524 110 3 4.8 23 87 20.9
岡山大学 工 315 1059 743 379 4 2.0 41 338 10.8
広島大学 工 345 766 576 377 - 1.5 23 354 6.1
山口大学 工（昼） 437 1261 1228 618 - 2.0 157 461 25.4
香川大学 工 234 749 584 282 - 2.1 36 246 12.8
愛媛大学 工 464 1343 992 537 26 1.8 59 478 11.0
九州大学 工 774 2164 1749 842 - 2.1 24 818 2.9
熊本大学 工 435 1365 998 504 - 2.0 34 470 6.7
大分大学 工 290 1475 955 376 23 2.5 67 309 17.8
宮崎大学 工 221 2499 1177 278 14 4.2 41 237 14.7
鹿児島大学 工 390 1299 923 485 - 1.9 52 433 10.7
琉球大学 工 276 1334 1290 370 - 3.5 73 297 19.7


